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5-5 景観 

本事業の実施によって、事業予定地内に新たな工作物や造成面が創出され、景観構成

要素に変化が加わることから、その影響を検討するため、景観に関する調査、予測及び

評価を実施した。 

(1) 調査 

1）主要な眺望点の状況 

① 調査事項 

調査事項は、事業予定地周辺における主要な眺望点の状況とした。 

② 調査対象 

調査対象は、主要な眺望点の位置及び標高、事業予定地までの距離、利用状況とした。 

③ 調査地域 

事前踏査に基づき、事業予定地は周辺を山で囲まれており、地形的に事業予定地全体

が臨める眺望点は末山・くつわ池自然公園（展望台）、府民スポーツ広場、銘城台自然

公園等のごく近傍に限られることから、それらの地点を含めた事業予定地の中心から半

径2kmの範囲を調査地域とした。 

④ 調査時期 

調査時期は、事業予定地の最寄りのレクリエーション地（スポーツ広場、自然公園等）

の利用が最も多くなる季節（夏季）と、落葉等により状況の変化が想定される季節（冬

季）とした。 

夏季：平成13年8月5日 

冬季：平成14年1月23日 

⑤ 調査方法 

調査方法は、事業予定地周辺の地形図、航空写真等に関する既存資料の収集・整理及

び現地踏査とした。なお、主要な眺望点の選定は、現有施設（一部）が臨めるか否かを

目安とした。 

⑥ 調査結果 

現地踏査の結果、事業予定地及び現有施設（一部）が臨める主要な眺望点としては、

北方向に府民スポーツ広場及び末山・くつわ池自然公園（展望台）、東方向に町道2-2

号線と町道郷之口末山線との交差点付近、南東方向に銘城台自然公園、北東方向に墓地

の駐車場（高尾）の5地点を選定した。 

事業予定地周辺の主要な眺望点の状況を表5-5.1に、その位置を図5-5.1～図5-5.6に

示す。 
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表5-5.1 事業予定地周辺の主要な眺望点の状況 

眺望点の位置 眺望点の状況 
事業予定地からの 
距離・方向 

L1：府民スポーツ広場 
 
 
 
 
 
 

標高：273ｍ 

事業予定地北側に位置する府民スポ
ーツ広場内で、眺望点は最も高い場所
のグランドである。 
同グランドは、スポーツ及びその観戦
等をする不特定多数の人に利用され
ている。 

約950ｍ・北 

L2：末山・くつわ池自然公園
（展望台） 
 
 
 
 
 

標高：320ｍ 

事業予定地北側に位置する末山・くつ
わ池自然公園内で、眺望点は最も高い
場所の展望台である。 
同展望台付近は、遊具を備えた広場に
なっており、自然公園へ訪れる不特定
多数の人に利用されている。 

約1,150ｍ・北 

L3：町道2-2号線と町道郷之
口末山線との交差点付近 
 
 
 
 
 

標高：190ｍ 

事業予定地東側に位置する町道2-2号
線と町道郷之口末山線との交差点付
近で、眺望点は自動車の運転手にとっ
て視界が開けてくる位置の道路上で
ある。 
同場所は、町道2-2号線を通行する自
動車の運転者を中心とした特定の人
に利用されている。 

約950ｍ・東 

L4：銘城台自然公園 
 
 
 
 
 
 

標高：158ｍ 

事業予定地南東側に位置する銘城台
自然公園内で、眺望点は事業予定地よ
りの場所である。 
同公園は、住宅団地内にあり、遊具を
備えた広場になっており、自然公園へ
訪れる不特定多数の人に利用されて
いる。 

約1,550ｍ・南東 

L5：墓地の駐車場（高尾） 
 
 
 
 
 
 

標高：350ｍ 

事業予定地北東側に位置する高尾地
区にある墓地内で、眺望点は駐車場で
ある。 
同駐車場は、墓地入口に位置してお
り、墓参に訪れる特定の人に利用され
ている。 

約1,950ｍ・北東 

 

 

 

 

 

 



図5-5.1　事業予定地周辺の主要な
眺望点の位置
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○Ｌ１：府民スポーツ広場

図5-5.2　現地調査地点詳細図(L1)
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○Ｌ２：末山・くつわ池自然公園

図5-5.3　現地調査地点詳細図(L2)
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○Ｌ３：町道2-2号線

図5-5.4　現地調査地点詳細図(L3)
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○Ｌ４：宇治田原町銘城台

図5-5.5　現地調査地点詳細図(L4)
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○Ｌ５：墓地の駐車場（高尾）

図5-5.6　現地調査地点詳細図(L5)
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2）主要な眺望景観の状況 

① 調査事項 

調査事項は、事業予定地周辺における主要な眺望景観の状況とした。 

② 調査対象 

調査対象は、主要な眺望点からみた眺望景観の主要な構成要素、大きさ（視率）、色

彩、構成・印象等とした。 

③ 調査地点 

調査地点は、現地踏査で確認した現有施設（一部）が臨める眺望点の5地点とした。 

④ 調査時期 

調査時期は、「主要な眺望点の状況」と同時に実施した。 

⑤ 調査方法 

調査方法は、主要な眺望点周辺の現地踏査及び写真撮影とした。 

⑥ 調査結果 

事業予定地周辺の主要な眺望点からみた眺望景観の状況について、地点別にまとめた

ものを表5-5.2～表5-5.11に示す。 
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表5-5.2 事業予定地周辺の主要な眺望景観の状況（L1・夏季） 

 

 

府民スポーツ広場 

事業予定地の眺望 

眺望点の状況 

事業予定地との位置関係 

事業予定地 

⑤ 

③ 

④ 

府民スポーツ広場内の最も標高が高いグランド。 

事業予定地中心位置からの距離：950ｍ、標高：273ｍ 

① 

[写真撮影データ：H13.8.5 ／フィルムサイズ 35mm／レンズの焦点距離 35mm] 

眺望景観の状況 L1・夏季 場所 

② 

は、事業予定地の中心位置を示す。 

 

 

主要な構成要素 草
地 

グ
ラ
ン
ド 

樹
林 

鶏
舎 

山
地
斜
面 

平
地 

大きさ（視率） 中 大 中 中 中 中 
色 彩 黄

緑
色 

茶 濃
緑
色 

白 緑
色 

淡
緑
色
等 

構 成 ・ 印 象 眼下にはグランド及び樹林
が広がり、遠くには山地斜面
及び木津川を中心とした平
地が見える。 

事業予定地の 
景観上の機能 

事業予定地敷地面は視認で
きないが、現有施設の建屋の
一部及び煙突が視認できる。 

 

景観資源の眺望 

平成13年8月 5日撮影 
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表5-5.3 事業予定地周辺の主要な眺望景観の状況（L1・冬季） 

 府民スポーツ広場 

事業予定地の眺望 

眺望点の状況 

事業予定地との位置関係 

事業予定地 

⑤ 

③ 

④ 

府民スポーツ広場内の最も標高が高いグランド。 

事業予定地中心位置からの距離：950ｍ、標高：273ｍ 

① 

[写真撮影データ：H14.1.23 ／フィルムサイズ 35mm／レンズの焦点距離 35mm] 

眺望景観の状況 L1・冬季 場所 

② 

は、事業予定地の中心位置を示す。 

 

 

主要な構成要素 草
地 

グ
ラ
ン
ド 

樹
林 

鶏
舎 

山
地
斜
面 

平
地 

大きさ（視率） 中 大 中 中 中 中 
色 彩 茶

色 

白
茶
色 

濃
緑
色 

白
色 

緑
色 

淡
緑
色
等 

構 成 ・ 印 象 眼下にはグランド及び樹林
が広がり、遠くには山地斜面
及び木津川を中心とした平
地が見える。 

事業予定地の 
景観上の機能 

事業予定地敷地面は視認で
きないが、現有施設の建屋の
一部及び煙突が視認できる。 

 

景観資源の眺望 

平成 14 年 1月 23 日撮影 
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表5-5.4 事業予定地周辺の主要な眺望景観の状況（L2・夏季） 

 

 

 

 

主要な構成要素 樹
林 

建
物 

裸
地 

山
地
斜
面 

平
地 

 

大きさ（視率） 
大 中 中 中 中  

色 彩 濃
緑
色 

灰
褐
色 

白
茶
色 

淡
緑
色 

淡
緑
色 

 

構 成 ・ 印 象 眼下には樹林が広がり、遠く
には事業予定地周辺の裸地
及び山地斜面が見える。 

事業予定地の 
景観上の機能 

現有施設の建屋及び煙突が
視認できる。 

 

末山・くつわ池自然公園 

事業予定地の眺望 

眺望点の状況 

事業予定地との位置関係 

末山・くつわ池自然公園の展望台。 

事業予定地中心位置からの距離：1150ｍ 標高：320ｍ 

は、事業予定地の中心位置を示す。 

事業予定地 

⑤ 

③ 

④ 

① 

[写真撮影データ：H13.8.5 ／フィルムサイズ 35mm／レンズの焦点距離 35mm] 

眺望景観の状況 L2・夏季 場所 

② 

景観構成要素 

平成13年8月 5日撮影 
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表5-5.5 事業予定地周辺の主要な眺望景観の状況（L2・冬季） 

 

 

 

 

主要な構成要素 樹
林 

建
物 

裸
地 

山
地
斜
面 

平
地 

 

大きさ（視率） 
大 中 中 中 中  

色 彩 濃
緑
色
等 

灰
褐
色 

白
茶
色 

淡
緑
色 

淡
緑
色 

 

構 成 ・ 印 象 眼下には樹林が広がり、遠く
には事業予定地周辺の裸地
及び山地斜面が見える。 

事業予定地の 
景観上の機能 

現有施設の建屋及び煙突が
視認できる。 

 

末山・くつわ池自然公園 

事業予定地の眺望 

眺望点の状況 

事業予定地との位置関係 

末山・くつわ池自然公園の展望台。 

事業予定地中心位置からの距離：1150ｍ 標高：320ｍ 

は、事業予定地の中心位置を示す。 

事業予定地 

⑤ 

③ 

④ 

① 

[写真撮影データ：H14.1.23 ／フィルムサイズ 35mm／レンズの焦点距離 35mm] 

眺望景観の状況 L2・冬季 場所 

② 

景観構成要素 

平成 14 年 1月 23 日撮影 



   ----    401401401401    ----

表5-5.6 事業予定地周辺の主要な眺望景観の状況（L3・夏季） 

 

 

 

 

主要な構成要素 道
路 

草
地 

建
物 

電
柱 

樹
林 

裸
地 

大きさ（視率） 
中 中 中 小 中 中 

色 彩 灰
色 

黄
緑
色 

黒
色
等 

灰
褐
色 

緑
色 

白
茶
色 

構 成 ・ 印 象 眼前には道路及び草地が見
える。前面には樹林及び裸地
が見える。 

事業予定地の 
景観上の機能 

事業予定地敷地面は視認で
きないが、現有施設の煙突が
視認できる。 

 

町道 2-2 号線 

事業予定地の眺望 

眺望点の状況 

景観構成要素 事業予定地との位置関係 

町道 2-2 号線での町道郷之口末山線との交差点手前。 

事業予定地中心位置からの距離：950ｍ 標高：190ｍ 

事業予定地 

⑤ 

④ 

① 

③ 

[写真撮影データ：H13.8.5 ／フィルムサイズ 35mm／レンズの焦点距離 35mm] 

眺望景観の状況 L3・夏季 場所 

② 

は、事業予定地の中心位置を示す。 

平成13年8月 5日撮影 
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表5-5.7 事業予定地周辺の主要な眺望景観の状況（L3・冬季） 

 

 

 

主要な構成要素 道
路 

草
地 

建
物 

電
柱 

樹
林 

裸
地 

大きさ（視率） 
中 中 中 小 中 中 

色 彩 灰
色 

茶
色 

黒
色
等 

灰
褐
色 

緑
、
茶
色 

白
茶
色 

構 成 ・ 印 象 眼前には道路及び草地が見
える。前面には樹林及び裸地
が見える。 

事業予定地の 
景観上の機能 

事業予定地敷地面は視認で
きないが、現有施設の煙突が
視認できる。 

 

町道 2-2 号線 

事業予定地の眺望 

眺望点の状況 

景観構成要素 事業予定地との位置関係 

町道 2-2 号線での町道郷之口末山線との交差点手前。 

事業予定地中心位置からの距離：950ｍ 標高：190ｍ 

事業予定地 

⑤ 

④ 

① 

③ 

[写真撮影データ：H14.1.23 ／フィルムサイズ 35mm／レンズの焦点距離 35mm] 

眺望景観の状況 L3・冬季 場所 

② 

は、事業予定地の中心位置を示す。 

平成 14 年 1月 23 日撮影 
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表5-5.8 事業予定地周辺の主要な眺望景観の状況（L4・夏季） 

 

 

銘城台自然公園 

事業予定地の眺望 

眺望点の状況 

事業予定地との位置関係 

銘城台自然公園内。 

事業予定地中心位置からの距離：1550ｍ 標高：158ｍ 

事業予定地 

⑤ 

③ 

① 

④ 

[写真撮影データ：H13.8.5 ／フィルムサイズ 35mm／レンズの焦点距離 35mm] 

眺望景観の状況 L4・夏季 場所 

② 

は、事業予定地の中心位置を示す。 

 

 

主要な構成要素 草
地 

樹
林 

住
宅 

電
柱 

山
地
斜
面 

 

大きさ（視率） 
小 大 中 小 小  

色 彩 緑
・
茶 

茶
・
緑
等 

灰
色
等 

灰
褐
色 

濃
緑
色 

 

構 成 ・ 印 象 眼前には樹林が広がり、右手
には住宅が見える。遠くには
山地斜面が見える。 

事業予定地の 
景観上の機能 

事業予定地敷地面は視認で
きないが、現有施設の煙突の
上部が視認できる。 

 

景観構成要素 

平成13年8月 5日撮影 
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表5-5.9 事業予定地周辺の主要な眺望景観の状況（L4・冬季） 

 

 

銘城台自然公園 

事業予定地の眺望 

眺望点の状況 

事業予定地との位置関係 

銘城台自然公園内。 

事業予定地中心位置からの距離：1550ｍ 標高：158ｍ 

事業予定地 

⑤ 

③ 

① 

④ 

[写真撮影データ：H14.1.23 ／フィルムサイズ 35mm／レンズの焦点距離 35mm] 

眺望景観の状況 L4・冬季 場所 

② 

は、事業予定地の中心位置を示す。 

 

 

主要な構成要素 草
地 

樹
林 

住
宅 

電
柱 

山
地
斜
面 

 

大きさ（視率） 
小 大 中 小 小  

色 彩 緑
・
茶 

茶
・
緑
等 

灰
色
等 

灰
褐
色 

茶
色 

 

構 成 ・ 印 象 眼前には樹林が広がり、右手
には住宅が見える。遠くには
山地斜面が見える。 

事業予定地の 
景観上の機能 

事業予定地敷地面は視認で
きないが、現有施設の煙突の
上部が視認できる。 

 

景観構成要素 

平成 14 年 1月 23 日撮影 
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表5-5.10 事業予定地周辺の主要な眺望景観の状況（L5・夏季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墓地の駐車場（高尾） 

事業予定地の眺望 

眺望点の状況 

事業予定地との位置関係 

[写真撮影データ：H13.8.5 ／フィルムサイズ 35mm／レンズの焦点距離 35mm] 

高尾にある墓地の駐車場。 

事業予定地中心位置からの距離：1950ｍ、標高：350ｍ 

事業予定地 ③ 

④ 

① 
② ⑤ 

眺望景観の状況 L5・夏季 場所 

は、事業予定地の中心位置を示す。 

 

 

主要な構成要素 樹
林 

山
地 

平
地 

   

大きさ（視率） 
大 中 中    

色 彩 濃
緑
、
茶 

淡
緑
色
等 

淡
緑
色
等 

   

構 成 ・ 印 象 眼下には樹林が広がり、遠く
には平地が見える。 

事業予定地の 
景観上の機能 

事業予定地敷地面は視認で
きないが、現有施設の煙突の
上部が視認できる。 

 

景観構成要素 

平成13年8月 5日撮影 
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 表5-5.11 事業予定地周辺の主要な眺望景観の状況（L5・冬季） 

 

 

墓地の駐車場（高尾） 

事業予定地の眺望 

眺望点の状況 

事業予定地との位置関係 

[写真撮影データ：H14.1.23 ／フィルムサイズ 35mm／レンズの焦点距離 35mm] 

高尾にある墓地の駐車場。 

事業予定地中心位置からの距離：1950ｍ、標高：350ｍ 

事業予定地 ③ 

④ 

① 
② ⑤ 

眺望景観の状況 L5・冬季 場所 

は、事業予定地の中心位置を示す。 

 

 

主要な構成要素 樹
林 

山
地 

平
地 

   

大きさ（視率） 
大 中 中    

色 彩 濃
緑
、
茶 

淡
緑
色
等 

淡
緑
色
等 

   

構 成 ・ 印 象 眼下には樹林が広がり、遠く
には平地、山地が見える。 

事業予定地の 
景観上の機能 

事業予定地敷地面は視認で
きないが、現有施設の煙突の
上部が視認できる。 

 

景観構成要素 

平成 14 年 1月 23 日撮影 
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(2) 予測及び評価 

1）予測 

① 予測事項 

予測事項は、新たな工作物や造成面の創出による景観の影響とした。 

② 予測対象 

予測対象は、眺望景観の変化とした。 

③ 予測地点 

予測地点は、主要な眺望点の中で事業予定地全体が臨め、かつ不特定多数の方々に利

用される可能性が高い代表的な地点としてL2地点（末山・くつわ池自然公園（展望台））

を設定した。 

④ 予測対象時期 

予測対象時期は、新たな工作物等の完成後とした。 

⑤ 予測方法 

事業計画に基づき、景観予測図（フォトモンタージュ）を作成し、その眺望景観の変

化を予測した。 

⑥ 予測条件 

工作物の形状等は、事業計画に基づき、前出のとおりとした。 

⑦ 予測結果 

現地調査に基づき、主要な眺望点の中で事業予定地全体が臨め、かつ不特定多数の

人々に利用される可能性が高い代表的な眺望点としてL2地点（末山・くつわ池自然公園

（展望台））を選定し、その眺望景観の変化を予測したものを図5-5.7に示す。 

この眺望点は、事業予定地の北約1.2kmに位置する末山・くつわ池自然公園内の展望

台（標高約320m）であり、公園の利用者らにとって事業予定地（標高約185m）は見下ろ

す形で視認される位置にある。本事業の実施に伴う新たな工作物等の完成後は、現有施

設の工場棟や煙突等と同程度の大きさの景観構成要素として現有施設の右側に視認さ

れることとなるが、視野全体に占める割合は少ないと予測される。また、最も高い工作

物である煙突は、現有施設と同様に、背景となる山々が描くスカイラインを超えること

はないと予測される。 

 

 

 

 



   ----    408408408408    ----

  
は、事業予定地の中心位置を示す。 

 

図5-5.7 代表的な眺望点（L2）からみた眺望景観の変化 

 

2）評価 

① 評価方法 

評価は、環境影響の回避・低減に係る評価、国又は府等による環境の保全及び創造に

関する施策との整合性について実施した。 

② 環境影響の回避・低減に係る評価 

本事業の実施に伴う新たな工場棟や煙突は、現在立地している現有施設に隣接した本

組合敷地内へ建設するもので、大規模かつ新規の面整備を伴うものでないことから、現

状の眺望景観を著しく変化させるものではないと考える。 

また、事業予定地は、周辺を山々で囲まれているという地形上の特徴から、現有施設

と同様に、施設の全体及び一部が眺望できる場所はごく近傍の一部に限られている。そ

のため、事業予定地周辺の眺望点において、景観構成要素としての工作物等の出現がも

たらす眺望景観上の著しい変化はないものと考える。 

なお、現段階では、新規施設に関する具体的な実施設計は行われていないことから、

予測段階で設定した事業計画に基づく予測条件（意匠や色彩等）には不確実性を伴って

いる。そのため、事後調査の対象項目として景観を選定して、必要に応じた適切な対応

新規施設 
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をとることによって環境への負荷を抑えるように配慮する計画である。 

さらに、本事業（実施設計段階、建設工事段階）では、景観上の環境への負荷の一層

の低減に向けて、以下の措置を講じる計画である。 

� 工場棟や煙突は、周辺の地域景観との調和を図る。 

� 工場棟や煙突は、清潔感のある外観、意匠、色彩に配慮する。 

� 事業予定地内は、可能な限り緑地を設けた施設配置とする。 

� 切土面は、適時、種子吹付により早期緑化を図る。 

� 事業予定地内は、植栽を施して場内緑化を図る。 

以上より、本事業では、景観上の環境への負荷の低減に向けて、実行可能な範囲で環

境への影響を回避・低減していると考える。 

③ 環境の保全及び創造に関する施策との整合性 

事業予定地及び周辺は、国又は府等による景観の保全に関する地域指定等を受けた場

所ではないが、城陽市において将来的な土地利用構想として「東部丘陵地利用計画」が

策定されている場所である。この計画では、事業予定地周辺は山砂利採取地域を含む東

部丘陵地の一体的な有効利用を図るために環境条件を踏まえた都市基盤整備をしてい

くことが予定されており、工業地区の一部に位置付けられている。 

代表的な眺望点からの眺望景観の予測結果によると、新たな景観構成要素である工作

物の出現によって現況を著しく変化させることはなく、周辺環境との調和も図られると

考える。 

本事業では、景観上の環境への負荷の低減に向けて積極的に努めるため、実施設計段

階においても将来的な土地利用計画を勘案して周辺環境との調和を図るように、工場棟

や煙突等の色彩や意匠に配慮する計画である。また、土地又は工作物の存在及び供用に

あたっては、先に示した措置を講じ、より一層の景観上の環境への負荷の低減に努める

計画である。 

以上より、本事業では、新たな工作物等の創出がもたらす景観上の環境への負荷の低

減に向けて、環境の保全及び創造に関する施策との整合性は図られていると考える。 

 

 


